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（タイトル）

平成26年度全国学力・学習状況調査の調査結果の概要について

（趣 旨）

平成26年４月22日（火）に実施された全国学力・学習状況調査における調査結果の概要と今後の県の対

応について、お知らせする。

１ 調査の概要

(1) 実 施 日 平成２６年４月２２日（火）

(2) 調査対象 小学校第６学年、中学校第３学年の全児童生徒

(3) 調査内容

① 教科に関する調査（国語、算数・数学）

・国語Ａ、算数・数学Ａ：主として「知識」に関する問題を中心とした出題

・国語Ｂ、算数・数学Ｂ：主として「活用」に関する問題を中心とした出題

② 質問紙調査

・児童生徒に対する調査

・学校に対する調査

(4) 参加状況（全国で公立小学校20,177校、公立中学校9,742校が４月22日に調査を実施）

○本県（公立）

参加校 22日実施校 後日実施校

小 学 校 203 203 ０

中 学 校 104 98 ６

特別支援学校(小学部) １ ０ １

特別支援学校(中学部) １ ０ １

２ 教科に関する調査結果の概要

（上段：平均正答数 下段：平均正答率(％)）

国語Ａ 国語Ｂ

平成26年度 平成25年度 平成26年度 平成25年度

全国 奈良県 全国 奈良県 全国 奈良県 全国 奈良県

小学校
10.9/15 11.0/15 11.3/18 11.3/18 5.5/10 5.3/10 4.9/10 5.0/10

72.9 73.2 62.7 62.6 55.5 53.5 49.4 50.1

中学校 25.4/32 25.3/32 24.4/32 24.7/32 4.6/9 4.6/9 6.1/9 6.1/9

79.4 79.0 76.4 77.1 51.0 50.8 67.4 67.5

算数・数学Ａ 算数・数学Ｂ

平成26年度 平成25年度 平成26年度 平成25年度

全国 奈良県 全国 奈良県 全国 奈良県 全国 奈良県

小学校 13.3/17 13.4/17 14.7/19 14.9/19 7.6/13 7.5/13 7.6/13 7.6/13

78.1 78.6 77.2 78.6 58.2 57.7 58.4 58.5

中学校 24.3/36 24.7/36 22.9/36 23.6/36 9.0/15 9.1/15 6.6/16 6.9/16

67.4 68.5 63.7 65.5 59.8 60.5 41.5 42.9



３ 質問紙調査について

文部科学省によると、全国的には、以下のような傾向が見られると分析している。

児童生徒質問紙調査

・児童生徒の学習・生活習慣と学力との関係については、①学習に対する関心・意欲・態度、②家庭学

習・読書、③学校生活、④基本的生活習慣、⑤メディアとの関係、⑥家庭でのコミュニケーション、

⑦社会に関する興味・関心、⑧自尊意識・規範意識の項目で肯定的な回答をした小・中学生ほど、教

科の平均正答率が高い傾向が見られる。

学校質問紙調査

・学校における指導等と学力の関係については、➀指導方法・学習規律、②言語活動、③総合的な学習

の時間、④家庭学習、⑤研修などの指導等を行った小・中学校ほど、教科の平均正答率が高い傾向が

見られる。

４ 今後の本県での取組

・学力向上実践研究推進協議会（委員長 小柳 和喜雄 奈良教育大学教授 他８人）を７月に設置。

・同協議会で全国学力・学習状況調査の調査結果の分析を行い、「学校改善支援プラン」追補版を作成予

定。

・分析結果や「学校改善支援プラン」追補版等については、本年度中に説明会（12月開催予定）や、学力

向上フォーラム（２月開催予定）を開催して周知する予定。

※ 小学校では、主として「知識」に関する問題（問題Ａ）については、全国平均正答率を上回っている

が、主として「活用」に関する問題（問題Ｂ）については、全国平均正答率を下回っている。

※ 中学校では、国語については、問題Ａ、問題Ｂとも全国平均正答率を下回っているが、数学については、

問題Ａ、問題Ｂとも全国平均正答率を上回っている。







○ 小学校国語の調査結果

○国語Ａについては、全国の平均正答率は72.9％で、本県の平均正答率は、全国と比べて0.3
ポイント上回っている。また、国語Ｂについては、全国の平均正答率は55.5％で、本県の
平均正答率は、全国と比べて2.0ポイント下回っている。
文部科学省では、例えば次のような課題が見られたとしている。
・詩の解釈における着眼点の違いを捉えること
・立場や根拠を明確にして話し合うことについて、発言をする際に一定の立場に立ってはいるが、
根拠を明確にした上で発言をする点



○ 小学校算数の調査結果

○算数Ａについては、全国の平均正答率は78.1％で、本県の平均正答率は、全国と比べて0.5
ポイント上回っている。また、算数Ｂについては、全国の平均正答率は、58.2％で、本県
の平均正答率は、全国と比べて0.5ポイント下回っている。
文部科学省では、例えば次のような課題が見られたとしている。
・図を観察して数量の関係を理解したり、数量の関係を表現している図を解釈したりすること
・数量の大小を比較する際に、根拠となる事柄を過不足なく示し、判断の理由を説明すること



○ 中学校国語の調査結果

○国語Ａについては、全国の平均正答率は79.4％で、本県の平均正答率は、全国と比べて0.4
ポイント下回っている。また、国語Ｂについては、全国の平均正答率は、51.0％で、本県
の平均正答率は、全国と比べて0.2ポイント下回っている。
文部科学省では、例えば次のような課題が見られたとしている。
・自分の考えを表す際に、根拠を示すことは意識されているが、根拠として取り上げる内容を正し
く理解した上で活用する点

・文章や資料から必要な情報を取り出し、伝えたい事柄や根拠を明確にして自分の考えを書くこ
とについて、説明する際に、文章や資料から必要な情報を取り出してはいるが、それらを用いて
伝えたい内容を適切に説明する点



○ 中学校数学の調査結果

○数学Ａについては、全国の平均正答率は67.4％で、本県の平均正答率は、全国と比べて1.1
ポイント上回っている。また、数学Ｂについては、全国の平均正答率は、59.8％で、本県
の平均正答率は、全国と比べて0.7ポイント上回っている。
文部科学省では、例えば、次のような課題が見られたとしている。
・記述式問題において、特に確率を用いた理由を説明することや、グラフを用いた方法を説明す
ること

・構想を立てて証明すること



児童生徒質問紙調査の結果(抜粋)

○学習に対する関心・意欲等

質問 奈良県 全国 差 県H25 県H24 県H22 県H21 県H20 県H19

国語の勉強は好きですか 小 58.6 59.2 -0.6 58.2 64.4 63.3 58.1 56.4 58.7

（好き、どちらかといえば好き） 中 53.9 58.2 -4.3 52.8 54.2 52.1 52.5 50.9 52.9

国語の勉強は大切だと思いますか 小 92.4 91.8 +0.6 91.0 92.0 91.3 89.3 89.1 89.8

（思う、どちらかといえばそう思う） 中 87.6 89.0 -1.4 85.1 87.0 86.0 85.1 84.7 88.6

国語の授業の内容はよく分かりますか 小 81.4 80.1 +1.3 81.3 84.2 83.5 81.1 78.5 77.7

（分かる、どちらかといえば分かる） 中 69.3 72.0 -2.7 69.2 70.6 67.0 67.2 64.2 62.7

読書は好きですか 小 71.2 73.0 -1.8 70.2 70.6 71.0 69.4 70.2 67.6

好き、どちらかといえば好き） 中 64.1 69.4 -5.3 65.3 64.2 64.4 64.1 65.9 64.5

算数・数学の勉強は好きですか 小 62.0 66.1 -4.1 63.4 59.8 59.2 63.8 62.1 61.5

（好き、どちらかといえば好き） 中 53.3 56.6 -3.3 52.0 48.4 49.0 49.1 50.8 46.6

算数・数学の勉強は大切だと思いますか 小 91.8 92.3 -0.5 91.9 91.4 91.8 91.4 91.1 91.2

（思う、どちらかといえばそう思う） 中 78.9 82.1 -3.2 76.2 78.0 73.9 73.1 74.8 74.4

算数・数学の授業の内容はよく分かりますか 小 79.3 79.6 -0.3 80.1 78.1 76.8 79.2 78.1 75.8

（分かる、どちらかといえば分かる） 中 72.5 71.5 +1.0 69.4 63.6 65.0 64.8 65.1 61.2

「国語、算数・数学の勉強は好きですか」の質問について、「好き」「どちらかといえば好き」と肯定的に答

えた児童の割合は、平成25年度の調査結果と比べて、小学校の算数で減少したが、小・中学校の国語、中学校の

数学で増加している。また、「国語、算数･数学の勉強が大切だと思いますか」の質問について、「思う」「どち

らかといえばそう思う」と肯定的に答えた児童生徒の割合は、平成25年度の調査結果と比べて、小学校の算数で

減少したが、小・中学校の国語、中学校の数学で増加している。

全国との比較では、「国語、算数・数学の勉強は好きですか」の質問について、全て全国平均を下回っている。

また、「国語、算数・数学の勉強が好き」な児童生徒の割合が、「国語、算数・数学の勉強が大切」と思う児

童生徒の割合を20ポイント以上下回る状況は、平成25年度の調査結果と同様であり、「国語、算数・数学の勉強

が好き」な児童生徒を育てることが課題である。

○子どもの生活習慣

質問 奈良県 全国 差 県H25 県H24 県H22 県H21 県H20 県H19

朝食を毎日食べていますか 小 95.0 96.0 -1.0 95.5 95.2 95.0 95.0 94.6 93.4

（している、どちらかといえばしている） 中 92.1 93.5 -1.4 92.2 92.0 91.3 90.4 89.6 89.1

自分で計画を立てて勉強をしていますか 小 57.3 61.0 -3.7 55.0 54.9 54.8 50.9 50.0 47.6

（している、どちらかといえばしている） 中 44.9 46.6 -1.7 42.6 40.6 38.4 36.4 33.5 32.8

学校の授業の復習をしていますか 小 46.2 54.0 -7.8 44.4 45.6 41.5 39.9 36.8 34.4

（している、どちらかといえばしている） 中 40.8 50.4 -9.6 36.8 33.9 31.8 29.4 29.8 28.0

毎日同じくらいの時刻に寝ていますか 小 77.1 77.9 -0.8 76.7 73.1 73.0 71.5 68.8 66.9

（している、どちらかといえばしている） 中 71.6 74.1 -2.5 70.5 69.2 65.9 64.6 62.7 61.8

普段(月～金曜日）、１日当たりどれくらいの 小 36.7 38.2 -1.5 36.1 33.3 36.0 34.8 37.0 38.4

時間、読書をしますか （30分以上） 中 27.2 31.4 -4.2 26.1 24.2 24.2 24.4 25.7 27.0

子どもの生活習慣に関する調査では、「朝食を毎日食べていますか」の質問について、「している」「どちらか

といえばしている」と肯定的に答えた児童生徒の割合が、平成25年度の調査結果から減少しているが、それ以外

の項目では改善の傾向が見られる。しかし、肯定的に答えた児童生徒の割合は、全ての項目で全国平均を下回っ

ている。特に「学校の授業の復習をしている」では、全国平均に比べ、小学校で7.8ポイント、中学校で9.6ポイ

ント下回っている。



○子どもの考え方

質問 奈良県 全国 差 県H25 県H24 県H22 県H21 県H20 県H19

学校の規則を守っていますか 小 88.6 90.5 -1.9 88.3 87.5 86.4 84.1 82.9 82.8

（当てはまる、どちらかといえば当てはまる） 中 90.3 93.0 -2.7 88.5 87.5 84.7 83.8 82.8 80.1

友達との約束を守っていますか 小 97.4 97.3 +0.1 97.0 96.6 96.6 96.2 96.6 96.0

（当てはまる、どちらかといえば当てはまる） 中 96.9 97.1 -0.2 95.9 95.9 95.8 95.5 95.8 95.0

いじめはどんな理由があってもいけないことだと 小 96.4 96.4 0.0 95.9 94.6 94.2 93.9 94.0 93.9

思いますか（当てはまる、どちらかといえば当てはまる） 中 92.2 93.4 -1.2 92.3 90.4 89.2 87.6 87.3 84.9

学校に行くのは楽しいと思いますか 小 85.8 86.6 -0.8 84.2

（そう思う、どちらかといえばそう思う） 中 82.4 82.4 0.0 79.6

自分には、よいところがあると思う 小 76.2 76.1 +0.1 76.5 75.6 73.1 73.3 72.2 70.2

（当てはまる、どちらかといえば当てはまる） 中 65.5 67.1 -1.6 64.6 66.1 61.9 61.0 60.0 61.0

将来の夢や目標をもっている 小 85.9 86.7 -0.8 87.5 86.2 87.0 86.1 84.9 83.1

（当てはまる、どちらかといえば当てはまる） 中 70.7 71.4 -0.7 72.4 72.3 70.5 70.9 70.0 70.1

規範意識に関して、中学校で「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますか」の質問について、

「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と肯定的に答えた生徒の割合は、平成25年度の調査結果から

0.1ポイント減少しているが、それ以外の項目では改善の傾向が見られる。しかし、小・中学校とも全国平均を

下回っている。

また、「将来の夢や目標をもっている」の質問について、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と肯

定的に答えた児童生徒の割合は、平成25年度の調査結果から減少し、依然全国平均を下回っている。

○子どもの社会に対する興味・関心及び学習時間等

質問 奈良県 全国 差 県H25 県H24 県H22 県H21 県H20 県H19

今住んでいる地域の行事に参加していますか 小 66.6 68.0 -1.4 63.2 60.0 56.0 57.4 53.9 57.2

（当てはまる、どちらかといえば当てはまる） 中 39.5 43.5 -4.0 37.2 31.5 27.7 30.8 30.0 30.2

地域や社会で起こっている問題や出来事に関心が 小 61.0 62.9 -1.9 56.0

ありますか（当てはまる、どちらかといえば当てはまる） 中 51.4 55.6 -4.2 47.6

学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日 小 33.2 25.8 +7.4 35.4 34.6 35.5 36.5 37.2 36.0

当たりどれくらいの時間、勉強をしますか (2時間以上) 中 49.7 35.1 +14.6 52.0 51.9 53.4 54.4 54.5 54.4

土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当た 小 25.8 24.0 +1.8 28.0 27.6 26.8 27.7 27.9 27.7

りどれくらいの時間、勉強をしますか (2時間以上) 中 44.5 40.3 +4.2 45.7 44.6 44.2 45.6 45.8 45.4

学習塾（家庭教師を含む）で勉強をしていますか 小 44.8 52.1 -7.3 43.3 43.8 43.6 44.0 41.8 45.8

（通っていない）中 27.4 39.5 -12.1 27.3 24.2 25.5 23.5 23.3 28.0

子どもの社会に対する興味・関心に関する調査では、「今住んでいる地域の行事に参加していますか」の質問

について、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と肯定的に答えた児童生徒の割合は、全国平均を下

回っているものの、平成25年度の調査結果から増加している。

学習時間等に関する調査では、学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たり２時間以上勉強をしている児

童生徒の割合は、小学校で7.4ポイント、中学校で14.6ポイント全国平均を上回っている。また、土曜日や日曜日

など学校が休みの日に、１日当たり２時間以上勉強している児童生徒の割合は、小学校で1.8ポイント、中学校で4.2

ポイント、さらに、学習塾に通っている児童生徒の割合は、小学校で7.3ポイント、中学校で12.1ポイント全国

平均を上回っている。



学校質問紙調査の結果（抜粋）

○児童生徒

質問 奈良県 全国 差 県H25 県H24 県H22 県H21 県H20 県H19

児童生徒は、熱意をもって勉強していると思い 小 91.1 91.8 -0.7 94.1 94.6 89.5 95.3 94.4 91.3

ますか （そのとおりだと思う，どちらかといえばそう思う） 中 90.8 88.2 +2.6 94.4 89.4 89.1 90.9 86.3 88.1

児童生徒は、授業中の私語が少なく落ち着いていると 小 87.7 89.7 -2.0 91.3 86.3 91.6 89.7 87.0 86.2

思いますか（そのとおりだと思う，どちらかといえばそう思う） 中 92.9 92.1 +0.8 89.7 89.6 91.9 94.6 90.8 89.0

児童生徒は、礼儀正しいと思いますか 小 84.7 87.6 -2.9 85.4 81.0 84.2 86.0 84.8 85.3

（そのとおりだと思う，どちらかといえばそう思う） 中 88.8 90.0 -1.2 90.6 89.6 85.2 85.4 89.9 88.0

「児童生徒は、熱意をもって勉強していると思いますか」の質問について、「そのとおりだと思う」「どちら

かといえばそう思う」と回答した学校の割合は、中学校で2.6ポイント全国平均を上回っている。

「児童生徒は、礼儀正しいと思いますか」の質問について、「そのとおりだと思う」「どちらかといえばそう

思う」と回答した学校の割合は、平成25年度の調査結果から減少し、全国平均を小学校で2.9ポイント、中学校

で1.2ポイント下回っている。

○教員研修

質問 奈良県 全国 差 県H25 県H24 県H22 県H21 県H20 県H19

学校でテ－マを決め、講師を招聘するなどの校 小 100 92.5 ＋7.5 98.6 100 96.9 98.1 98.2 99.5

内研修を行っていますか(よくしている､どちらかといえばしている) 中 90.9 84.8 ＋6.1 94.3 80.6 79.6 82.7 84.4 78.9

模擬授業や事例研究など、実践的な研修を行っ 小 96.6 94.4 ＋1.7 96.2 95.6 95.8 92.1 93.5 89.0

ていますか (よくしている､どちらかといえばしている) 中 78.6 86.7 -8.1 83.1 74.3 58.1 61.8 57.8 51.3

授業研究を伴う校内研修を前年度、何回実施し 小 96.1 98.4 -2.3 90.7 88.5 87.3 91.0 92.7 91.3

ましたか (３回以上) 中 71.3 89.4 -18.1 82.1 74.3 63.4 56.3 61.5 52.3

学校でテ－マを決め、講師を招聘するなどの校内研修は、小学校は全ての学校で行っており、全国平均を7.5

ポイント、中学校では全国平均を6.1ポイント上回っている。

授業研究を伴う校内研修の実施状況は、小学校では平成25年度の調査結果と比べて増加しているものの、2.3

ポイント全国平均を下回っており、中学校では平成25年度の調査結果から減少し、18.1ポイント全国平均を下回

っている。
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